
　

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日
、
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
レ
ス
ト
ラ
ン
一
四
階
「
暁

の
間
」（
名
古
屋
市
東
区
東
桜
一

－

一
四

－

二
五　

☎
〇
五
二

－

二
〇
一

－

三
二
〇
一
）
に
て
、
第
三
回
「
東
海
財

界
倶
楽
部
」
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
は
、
愛
知
県
・

岐
阜
県
・
三
重
県
に
拠
点
を
有
す
る

ト
ッ
プ
経
営
者
を
中
心
と
し
た
異
業
種

交
流
会
。
経
営
者
同
士
の
知
識
・
情
報

の
交
換
お
よ
び
意
識
向
上
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

第
三
回
の
例
会
と
な
る
当
日
は
、
午

後
六
時
か
ら
受
付
を
開
始
。
正
会
員
・

準
会
員
を
含
め
中
部
地
区
で
活

躍
す
る
経
営
者
ら
約
二
〇
名
が

出
席
し
た
。

　

午
後
六
時
四
十
五
分
か
ら
の

第
一
部
で
は
、
株
式
会
社
テ
ィ

ア
代
表
取
締
役
の
冨
安
徳
久
氏

を
講
師
に
迎
え
、
演
題
を
「
尽

生
（
じ
ん
せ
い
）
と
志
事
（
し

ご
と
）
―
テ
ィ
ア
流
葬
儀
サ
ー

ビ
ス
―
」
と
し
て
講
演
。

　

テ
ィ
ア
は
二
〇
一
三
年
六
月

東
京
証
券
取
引
所
に
上
場
。
昨

年
九
八
〇
〇
件
の
葬
儀
を
取
扱

い
、
今
年
一
万
件
超
を
目
標
に

掲
げ
る
、
葬
儀
取
扱
件
数
日
本

一
の
葬
儀
社
。

　

日
本
で
一
番
「
あ
り
が
と
う
」
と
言

わ
れ
る
葬
儀
社
を
目
指
す
代
表
取
締
役

の
冨
安
徳
久
氏
は
、
葬
儀
の
し
ご
と
か

ら
得
た
経
験
を
活
か
し
て
各
種
講
演
を

数
多
く
こ
な
す
。
ま
た
、
徳
育
的
な
観

点
を
重
視
し
た
独
自
の
社
員
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
テ
ィ
ア
ア
カ
デ
ミ
ー
」
な
ど

で
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
冨
安
氏
が
自
身
が
葬
儀
ビ
ジ

ネ
ス
に
参
入
し
、
テ
ィ
ア
を
創
業
し
た

経
緯
を
語
る
と
共
に
、
祖
母
の
「
他
人

の
た
め
に
生
き
る
こ
と
が
飯
を
食
う
こ

と
に
な
っ
た
ら
、
こ
ん
な
に
幸
せ
な
こ

と
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
通
し
て
、

経
営
者
と
し
て
の
志
や
社
員
教
育
に
つ

い
て
熱
く
語
っ
た
。

　

午
後
七
時
四
十
五
分
か
ら
の
第
二
部

で
は
、
税
理
士
法
人
ア
ク
シ
ス
主
宰
代

表
社
員
の
廣
嶌
將
一
氏
の
発
声
に
よ
り

乾
杯
。
立
食
形
式
で
の
晩
餐
を
交
え
た

親
睦
会
が
和
や
か
に
行
わ
れ
た
。

　

最
後
は
ス
テ
ィ
ル
ツ
代
表
取
締
役
の

岡
田
篤
嗣
氏
に
よ
る
一
本
締
め
で
中
締

め
が
行
わ
れ
た
。

　

次
回
の
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会

は
平
成
二
十
六
年
八
月
四
日
午
後
六
時

半
よ
り
、名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
四
階「
栄

の
間
」
に
て
開
催
予
定
。

第３回「東海財界倶楽部」例会開催

ティア冨安徳久代表取締役
「尽

じ ん せ い

生と志
し ご と

事」をテーマに
　

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日
、
第
三
回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会
が

開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
東
海
地
方
で
活
躍
す
る
経
営
者
を
中
心
と
し
た

異
業
種
交
流
会
。
当
日
は
株
式
会
社
テ
ィ
ア
代
表
取
締
役
の
冨
安
徳
久

氏
が
、
演
題
を
「
尽
生
（
じ
ん
せ
い
）
と
志
事
（
し
ご
と
）」
と
題
し

て
講
演
。
親
睦
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
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